
 

1 

 

◇
仏
教
婦
人
会
連
盟
東
日
本
大
震
災
支
援
活
動 

 

今
年
も
新
米
の
収
穫
時
期
を
迎
え
、
教
区
仏
教
婦
人
会
連
盟

が
単
位
会
か
ら
募
集
し
た
富
山
県
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
宮
城
県
名

取
市
の
箱
塚
桜
仮
設
住
宅
・
愛
島
東
部
仮
設
住
宅
に
お
届
け
し

た
。 こ

の
支
援
活
動
は
、
津
波
に
よ
り
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た

名
取
市
閖
上
地
区
に
お
住
ま
い
だ
っ
た
方
が
避
難
生
活
を
送
る

愛
島
東
部
仮
設
住
宅
、
箱
塚
桜
仮
設
住
宅
を
対
象
に
、
教
区
仏

婦
独
自
の
活
動
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
今
年
で
五
回
目
。 

本
来
で
あ
れ
ば
十
月
二
十
三
日
・
二
十
四
日
の
両
日
に
お
い

て
執
行
部
が
両
仮
設
を
訪
問
し
、
事
前
に
集
会
所
に
お
届
け
し

た
お
米
を
一
軒
一
軒
訪
問
し
て
配
布
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、

大
型
台
風
の
影
響
で
今
回
は
延
期
と
な
り
、
仮
設
自
治
会
に
お

米
の
破
風
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

本
来
な
ら
ば
箱
塚
桜
仮
設
は
、
今
年
で
愛
島
東
部
仮
設
と
統

合
と
な
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
施
設
建

設
に
大
量
の
資
材
と
人
員
が
投
入
さ
れ
て
い
る
影
響
で
復
興
住

宅
の
建
設
が
遅
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
現
在
も
三
十
一
世
帯
が
お

住
ま
い
で
あ
る
。
両
仮
設
と
も
に
人
数
は
減
少
し
て
い
る
も
の

の
、
未
だ
に
多
く
の
方
が
仮
設
暮
ら
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
。 そ

の
実
状
の
把
握
の
た
め
、
執
行
部
が
十
一
月
二
十
九
日
・

三
十
日
に
改
め
て
両
仮
設
を
訪
問
し
、
交
流
会
及
び
現
状
の
聞

き
取
り
を
行
う
予
定
で
あ
る
。 

 

▽
台
風
二
十
一
号
の
被
害
に
つ
い
て 

 

宗
派
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
、
十
月
下
旬
に
発
生
し
た
台
風

二
十
一
号
に
よ
る
寺
院
の
被
害
状
況
に
つ
い
て
組
長
を
通

じ
状
況
把
握
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

十
月
末
の
時
点
で
第
一
報
を
宗
派
に
報
告
を
い
た
し
ま

し
た
が
、
高
岡
教
区
内
で
は
、
六
組
七
寺
院
よ
り
被
害
の
報

告
を
受
け
て
お
り
ま
す
。 

被
害
が
あ
り
報
告
を
さ
れ
て
い
な
い
ご
寺
院
さ
ま
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
宗
派
へ
被
害
報
告
を
行
い
ま
す
の
で
組
長

を
通
じ
、
教
務
所
ま
で
ご
報
告
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
た
、
宗
派
で
は
、
火
災
、
風
害
、
水
害
及
び
雪
害
、
地

震
、
噴
火
、
津
波
等
に
お
け
る
被
害
へ
の
見
舞
金
制
度
「
災

害
見
舞
金
給
付
基
準
条
例
」
に
よ
り
見
舞
金
交
付
の
申
請
が

で
き
ま
す
。 

申
請
に
つ
い
て
は
、
寺
院
災
害
報
告
書
（
所
定
用
紙
）、
罹

災
証
明
書
（
消
防
署
署
長
ま
た
は
市
町
村
長
発
行
の
も
の
）、

被
災
物
件
見
取
り
図
（
手
書
き
で
も
可
能
）
、
被
災
物
件
写
真

（
全
体
及
び
部
分
５
～
６
枚
）
等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
教
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 
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高岡会館報恩講お初夜「親鸞聖人を語る夕べ」 

期 日  １１月２７日（月）午後７時～９時 

 ※午後６時より「うどん」のお斎があります 

内 容  第１部 音楽法要（宗祖讃仰作法） 

第２部 ご講演 

     テーマ『報恩感謝』に学ぶ 

     ご講師 鷺森昭見氏（高岡龍谷高校教諭・氷見西組浄善寺住職） 
（詳しくは同封のチラシをご覧下さい。） 

 

 
西本願寺高岡会館 報 恩 講 法 要 の ご 案 内 

○下記の通り高岡会館の報恩講を勤めます。お誘いあわせてお参りください。  

日 時：１１月２８日（火） 日中―午前１０時・逮夜―午後１時半  

布 教：磯 原 孝 雄   師（五位組光明寺前住職）  

講 題： 『 私 を 明 ら か に す る 教 え 』 

※お昼にお斎（お弁当）を準備しております。午前・午後あわせてお参

りください。 

 

▽2017年度 高岡教区『ほとけのこどものつどい』のご案内▽ 

 

本年度の「ほとけのこどものつどい」を次の通り計画しています。少年連盟加

盟未加盟にかかわらずどなたでもご参加いただけます。詳細は１２月の教区報で。 

 

期  日：２０１７年１２月２３日（土曜日）午前１０時３０分～午後３時頃 

会  場：西本願寺高岡会館 礼拝堂ほか 

もちもの：聖典（お経の本）・お念珠・参加費（１００円） 

日  程：午前１０：００ 集合・受付 

       １０：３０ 仏参・あいさつ・おはなし 

       １１：００ ゲーム・もちつき 

       １２：００ お昼ごはん（おもち） 

       １２：５０ ストローを使ったクラフト作り（何が出来るかお楽しみにっ！） 

       １４：５０ おわりのあいさつ・解散 
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御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
の
コ
ー
ナ
ー 

「
今
ど
き
の
若
者
」
と
み
教
え
―
高
岡
教
区
布
教
団
の
試
み
― 

 

寺
院
や
門
信
徒
宅
で
の
報
恩
講
シ
ー
ズ
ン
真
っ
盛
り
で
す
。
西
本
願
寺
高

岡
会
館
で
も
、
ご
案
内
の
よ
う
に
、
来
る
二
十
七
日
・
二
十
八
日
の
両
日
に

渡
っ
て
報
恩
講
が
営
ま
れ
ま
す
が
、
お
初
夜
で
は
『
親
鸞
聖
人
を
語
る
夕

べ
』
と
し
て
、
高
岡
龍
谷
高
校
教
諭
の
鷺
森
昭
見
さ
ん
（
氷
見
西
組
浄
善
寺

住
職
）
が
講
演
さ
れ
ま
す
。
実
は
、
鷺
森
先
生
に
お
話
を
頂
く
の
は
昨
年
に

続
き
二
回
目
な
の
で
す
が
、
こ
れ
に
は
経
緯
が
あ
り
ま
す
。 

高
岡
教
区
布
教
団
で
は
自
己
研
鑽
の
場
と
し
て
布
教
大
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
が
、
昨
年
よ
り
別
に
四
十
五
才
未
満
の
布
教
団
員
を
対
象
と
し
た
青
年

布
教
使
大
会
を
行
う
こ
と
と
な
り
、
高
岡
龍
谷
高
校
の
協
力
を
頂
き
、
高
校

独
自
の
宗
教
行
事
「
成
道
会
」
と
「
報
恩
講
」
に
充
て
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま

す
。
昨
年
、
始
め
て
青
年
布
教
団
員
が
ス
タ
ッ
フ
と
な
っ
て
の
実
行
委
員
会

を
開
催
し
、
ど
の
様
に
大
会
を
実
施
す
る
か
の
打
合
せ
を
行
い
ま
し
た
が
、

実
は
一
番
、
難
航
し
た
の
が
「
誰
が
布
教
す
る
か
？
」
の
人
選
で
し
た
。
ス

タ
ッ
フ
に
は
「
六
百
人
近
い
高
校
生
を
前
に
ど
ん
な
話
を
す
る
の
か
？
」
と

い
う
事
が
大
き
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と
し
て
掛
か
っ
て
来
ま
し
た
。
流
石
に

「
い
つ
も
通
り
の
お
説
教
」
と
い
う
訳
に
は
受
け
止
め
ら
れ
ず
、
出
講
者
の

頭
を
悩
ま
せ
た
よ
う
で
す
。 

今
回
の
大
会
開
催
の
目
的
に
「
実
際
に
聴
聞
し
た
高
校
生
の
声
を
聞
く
」

と
い
う
事
が
あ
り
、
先
生
方
の
協
力
を
頂
き
一
年
生
か
ら
三
年
生
ま
で
約
百

名
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
回
収
頂
き
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
法
話
の
内
容
が

「
よ
く
分
か
っ
た
」
か
ら
「
分
か
ら
な
か
っ
た
」
の
四
択
と
「
具
体
的
な
そ

の
理
由
」
、
そ
し
て
「
今
後
、
聞
い
て
み
た
い
法
話
」
の
三
問
で
し
た
が
、

こ
ち
ら
が
思
い
も
し
な
い
反
応
が
あ
っ
た
こ
と
に
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
大
き

な
刺
激
を
受
け
た
事
で
す
。 

例
え
ば
、
「
分
か
り
に
く
か
っ
た
」
理
由
に
は
「
寝
て
い
た
」
「
長
い
」

「
心
に
響
か
な
い
」
と
の
意
見
が
あ
る
一
方
、
「
よ
く
分
か
っ
た
」
に
も

「
主
観
的
に
話
し
を
進
め
る
の
で
は
な
く
客
観
性
も
見
受
け
ら
れ
た
の
で
聞

い
て
い
て
納
得
で
き
た
」
「
ど
ん
な
時
に
も
側
に
阿
弥
陀
様
が
い
る
と
聞
い

て
少
し
心
が
温
か
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
」
「
本
当
に
辛
か
っ
た
私
に
と

っ
て
は
救
い
の
言
葉
の
よ
う
に
感
じ
た
」
等
々
…
、
ど
ス
ト
レ
ー
ト
な
意
見

の
数
々
に
目
か
ら
鱗
が
落
ち
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
「
今
後
、

聞
い
て
み
た
い
法
話
は
？
」
の
問
い
か
け
に
は
、
「
人
は
ど
う
し
て
争
う
の

か
。
人
は
な
ぜ
他
人
と
比
べ
た
が
る
の
か
」
「
誰
も
寝
な
い
よ
う
な
内
容
の

濃
い
も
の
」
「
他
の
宗
教
に
つ
い
て
」
等
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、
こ
ち
ら
も
大

変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
中
で
も
、
「
人
間
関
係
に
つ
い
て
」
の
悩
み
の
解

決
を
求
め
る
声
が
多
か
っ
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。 

一
人
の
女
子
高
生
の
回
答
が
心
に
刺
さ
り
ま
し
た
。
「
自
分
が
辛
く
て
周

り
に
相
談
し
て
も
解
決
し
な
か
っ
た
場
合
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
す
か
？
逃
げ

た
い
と
思
っ
た
り
生
き
る
こ
と
に
苦
し
い
と
感
じ
た
り
し
て
自
分
の
こ
と
が

嫌
に
な
っ
た
り
し
た
場
合
、
ど
う
い
う
対
処
を
す
れ
ば
い
い
の
か
を
知
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
の
声
に
は
、
私
も
一
人
の
僧
侶
と
し
て
と
て
も
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
高
岡
教
区
布
教
団
で
は
、
「
人
々
の
苦
悩
に
応
え
る

法
話
の
あ
り
方
を
点
検
す
る
」
と
い
う
活
動
方
針
を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
布

教
使
だ
け
で
は
な
い
全
て
の
僧
侶
に
考
え
て
も
ら
い
た
い
課
題
だ
と
思
い
ま

す
。 

【
高
岡
教
区
教
区
主
幹 

浜
野
信
宏
】 
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ラジオ放送～西本願寺の時間～ 

『みほとけとともに』 
      北日本放送（ＫＮＢ）・７３８kHz. 
◎毎週土曜日（本 山 制 作）午前 6:15～6:25 
□第２・４日曜日（富山・高岡制作）午前 6:00～6:10 
 

◎11／25（土）：忍関 崇氏 

（本願寺派布教使・北海道崇徳寺住職） 

「人と人との触れ合い」 

□11／26（日）：未   定 

（富山教区） 

◎12／２（土）：栁川 眞理子氏 

（本願寺派布教使・東京都光善寺坊守） 

「いのちに向 き合 う」  

◎12／９（土）：栁川 眞理子氏 

（本願寺派布教使・東京都光善寺坊守） 

「耳 を傾 け、そっと寄 り添 う」  

□12／10（日）：未  定 

（高岡教区） 

◎12／16（土）：栁川 眞理子氏 

（本願寺派布教使・東京都光善寺坊守） 

「いのちを繋 ぐ」  

◎12／23（土）：栁川 眞理子氏 

（本願寺派布教使・東京都光善寺坊守） 

「 「自 死 者 追 悼 法 要 」への想 い」  

【西本願寺高岡会館１２月の常例法座】 

ご講師： 小 見 山  恵 佑 氏 

（ 若 神 組 常 称 寺 ） 

ご講題：『  未 定 』 
 午後１時２０分頃からビデオ上映、２時

からお正信偈六首引のお勤めです。どうぞ

お誘いあわせてお参りください。  

【西本願寺高岡会館５月の常例法座】 

ご講師：   小 川 眞 理 子  氏 

（ 岐 阜 教 区 ・ 等 光 寺 ） 

ご講題：『 御 同 朋 の ね が い 』  
午後１時２０分頃からビデオ上映、２時

からお正信偈六首引のお勤めです。どう

ぞお誘いあわせてお参りください。  

   ◇これからの日程（11/20～12/18）◇  

 11 月 教区・財団行事 教化団体・組行事  
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長寿苑ビハーラ 

親鸞聖人を語る夕べ 

会館報恩講 

 

 

常任委員会単位会長会議 

 

 

常例法座 

組長会（忘年会） 

福光教堂報恩講（～21） 

若女性部会 

音楽法要習礼 

 

 

 

仏婦ボランティア（～30） 

 

 

仏壮理事会・忘年会 

講社もち米進納（～８） 

 

 

総代会常任監事会 
 

     

     

      

    

☆お知らせ☆ 
『法輪せんべい』販売について 

 
お茶菓子やご法事・ご法座の折のお扱いにいかがでし

ょうか。お申し込み先は下記のとおり。 

FAX.でのお申し込みも承ります。どうぞご利用下さい。  

一袋二枚入りで価格は次の通り 

 

・特大箱（１７０袋）  ８，３００円 
 

・１ 組 （１０袋）    ５００円 

 

お申込み先は・・・高岡市東上関４４６ 高岡教務所内 

（寺族青年会担当） 

Tel.(050)5587-7708（代表）  

    メール hourin18@gmail.com 

 

平成２９年度 

教区賦課金(後期分)納入について 

５月当初にお知らせ致しました告知書

の通り今年度の教区賦課金（後期分）の

納入期限は１２月２５日（月）迄となっ

ています。できるだけ早期の納入をお願

い致します。 
 


